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佐樵保炭羅の杵島層群と下小高島試錐について

井上　 英二＊
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　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　T飯蕪　K蓑s熱竃u撫gr帆嫌o薫01i慕ocene　age　in　the　S爲seb（〉　鵜oa1難dd豊s　restricted笠y貸xposed　in　a

n灘row　area　extend置1壌敬b置1暮愈he　Sasagawa　fault。　h　the　K瓢ats鷲£鰍1｛ie1δ訟lacent　t飢he　Sasebo

coal　field，wbrk慕ble　c（灘笠　呂e慕ms　of　Yoshinotani　co＆レbearing　for1簾繍i《騰　鷲e　篠難灘eath　the　Kishhna

gro即・The難頒n縁at嫌難Shimokotaka－lima，whic葺is　an　islet　in慮融TsukulnGlim．a醸総，was　en一

歓ce薦o　k舶w　w難et置罧the　same　coa1－bearing　formatio烈as　i熟the　K訊r縞tsu　coal　field£xists　in　the

area　or　not．

　　丁雛bore－hole　which　was　opened　from　the　S鷲mokotaka－jima農！temation－a　middle　part　of

the　grou1｝一P磁鴛trate（衰he　lower　part　of　the　group　and　arrived　in漁e　coa1・bearing　formation　at

the　dept聡o薫S69．姦薫　m纂鴛δer　th驚surface．

　　　丁至1e　ex読minat駄》雛o｛cor奪s　of　the　bore・hole　and　the　study　of　the　group　on　the　surface　sug・

gest　that　coal　seams海at　the　de騨h　of1，000m　over　in出e　subsur歪ace　o蝕he　area，and　are　not

weII　deve夏oped，熟磁in轍di硫玲船c掩s　and．the　thick無ess　the　Kishim雛郎Qup　of　the　a驚a　is　closely

more　simi簸鷲賦hat　o愛漁e　Ka隠tsu　coal　fiel畿than　the　Nis玉1isonogi　group　of　the　Sakito・Matsushima

coal　field，駄磁海oth　o衰he臨ratsu　and　the　Sasebo　coal　fields　occupied　a　central　part　of　the　same

basin　during　the　depos蚤tion　of　the鼠ishima　group．

　　　　　　　要　　鷺
従来，佐世保炭田の地下深部に，唐津・崎戸松島両炭

田の爽炭層と商時代の爽炭層が伏在するかどうかが疑問

とされていた。ド小高島試錐は上記の問題の解決を目的

として実施きれた。試錐は杵農層群中部の下小高島互層

から掘進が開始され，深度一総9濃驚で杵島層群基底

を貫いていて爽炭層にはい！），同層を鱒厚にして25m掘

進して予定深度尋00塒に達し塩地表調査と試錐コア

検収の結果か躯本地域の地下に爽炭層の伏在が確認さ、

れ，炭層までの深度は一1，000mを超えるものと推定さ

れる。また本地域は杵島層群堆積当時，唐津炭田南西部

とともに，堆積盆地α）ほぼ中心部にあたってし．、たことが

明らカ〉となった。

1．緒　 言

佐世保炭田南爾部には，佐々川断層に沿ってその西側

＊燃料部

に古第三系の杵島層群の中～上部が露出している。この

地域の杵島層群については以前から記載され，最近では

岩橋1）の詳細な報文があって，同層群の岩相と唐津炭田

との対比が明らかにされている．しかし同層群下半部か

らその下位にある相知層群芳競）谷爽炭層については，こ

れらの地層が上位の佐世保層群に覆われて佐世保炭田の

どこにも露出せず，またこれらの地層に達するほどの深

い試錐の資料が皆無であっだため，現在までまったく知

ることカまできなカ〉った。

　本地域は東方の唐津炭田，南方の崎戸松島炭田とをむ

すぶ三角形の頂点にあたり，唐津・崎戸松島両炭田の杵

島層群隼相知層群の関係，堆積盆地のひろがりを知るに

は好適な位置にある。すなわち，この地域における杵島

層群以下の地層の状態を把握することは，本地域の杵島

層群が唐津・崎戸松島両炭田の地麟のどちらに岩相・層

厚が近縁であるか，または両炭田の地層とは別の岩相を

しめすかどうかを知悉ことによって当時の堆積盆地のひ
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ろがり，基盤の動揺，堆積環駕、が明らかにされ，きらに

その下位の爽炭層の賦存状況を確認することによって唐

津・崎戸松島両炭田の爽炭層のひろが）や炭層の発達の

良否を知ることができ，経済的にも大きな意義をもたら

すと考えられた。

　下小蕩島試錐は上にのべ乳二地質の解明を目的として，

昭和3纂年8月から翌36年慧月にカけて施行きれた。実施

にあたり，その予備調査として筆者は昭和3暮奪2月～3

月本地域の地表の地質調査に従事した、，試錐瓢アの調査

は主として上島宏・古川俊太郎および筆者によって行な

オれた．

　今回，試錐コアで得られた資料と地表調査資料とをあ

わせて，杵島層群の全貌と芳の谷爽炭層の一部が明らか

にされだので，ひとまずここにまとめて報告する．なお

論後，試錐コアの充分な検討が必要であり，窪た隣接炭

田の地質にもより一層の検討をくわえねばならないので

最終的な結論はのちにあ1ためて記述したい・

　地表調査および試錐コア検収に際し，御協力をいただ

いた大田鉱業KK大田忠利・蒲原貞一，永田鉱業KK小

浦炭鉱八木実・福田義臨，藤永建設KK藤永勝之・石橋

勝巳の諸氏に深謝の意を表する。化石縫）鑑定については

地質部氷野篤行技官の協力を得た。

乳　調豊地域

　本地域は長崎県北松浦郡佐々町周辺と佐々南方の臼の

　　　　　　つく　も浦および佐世保市九十九島諸鳥申の一部を含む南北に狭

長な地域で，地質的には佐世保炭田南西部にあたり，佐

職川断層こそった西側の…帯である。

　交通はきわめて硬利で，園鉄佐世保駅から佐々までは

…
．
難麹雛☆◎藝
臼・翻貯㌶難．雲ヨ

il　騨　玉農螺
1噸欝、㌶，蟻繭

バ、ス便がひんばんである．佐磯一臼の浦間はバスおよび

国鉄臼の浦線が通じている．また佐為一佐世保問には国

鉄二1と松名甫線力竃ある藩ブ転一1一づし島諸鵜1：鉾の僧ド4、高島麟トコイ

島周辺の小諸島に渡るには，定期船がないので，臼の浦

から貸船を利用せねぱな罫．ない。

漁　地質の概婆

　本地域には，あとでくわしく5）べる杵島層群と，その

上位に重なる糟の浦層群・佐世保覇群が分布する。3贋

群の塁重関係は本地域に惹いていずれも整合である。杵

島層群は佐々川断層ぞいに，地域北方の神田から南部の

諸島にかけてほぼ南北にのびナ狭長な地帯に，背斜構造

を形成し9ながら露出して／、・る。相の浦層群は主として半

かん・半淡水成の堆積物からなり，上麺の佐世保層群と

ともに本炭田の主要爽炭層となっている。佐世保層群は

白色フルコーズ質砂岩からなり，頁岩・炭質頁岩・炭麟

を挾んでいる。相の浦・佐世保両層群は，ともに明瞭な

堆積輪廻を有し，沢顛鱒・岩橋2）によって20ちかくの輪

廻に分けられている。

　以上の堆積麟のほかに，本地域には玄武岩類がせまい

範囲に露出している。窪た佐疫東方の山腹には，主とし

て玄武岩質の岩塊からなる崖錐堆積物が第三紀層を覆っ、

て分布すの。

　佐々駅南東の撒石・須崎・璽付近には，洪積世の段丘

堆積層が第三系を覆って小範閉に分布している。

画　　僻盤ヨ櫨、、、

　搬笠図　　　　　位　　　図

しk山

鼠　地表でみられ愚杵鶴櫻群

4・看　膚序と嶽相ぐ第3図参照ラ

　杵島層群は本地域において，蝶の申部以上‘）地纐が地

濠に露出するだけで，下部は地譲　観察することができ

ない．概括的にみて，杵島層癬は本地域の北部から南部

に向かって順次下位の地鱒力騒鷺し，本地域南端に近い

ト・雄島で地表でみ1・れる最下部があらわれている．本

層群は岩相上，下位からトノ灘島互輯都下小高島砂岩層

綿下小高島互属・、1二小壽，鳥砂岩罵・長潟砂岩層・皆島砂

質泥岩層および古川頁岩麟に7分きれ礁・、な溶この層序

区分は，従来公表導れている地！鱒区分・名称と異なって

いるので，これらの層名・区分の対比遭第3図にしめ

す。

　蕉璽講　トノ灘島互麟

　層厚1＋40灘，模式地肩・．ノ慧島東南岸．

　本地域中，地表でみられる最下部の地層で，暗灰色砂

質頁岩・細粒砂岩の互層力らな！），浮鐸粥や海緑石を含

む。鋤物化石は婁嶺、である巻

曝ユ驚下小高島砂岩麟

8“一ぐ黛総）
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第2図　　佐世保炭田における杵島層群の概略地質図（陸域部は沢田秀穂の地質図11〉より編集）

層厚：146m，模式地：下小高島。　このほか，上小高

島・トノコ島・黒島に露出する。

主として塊状の青灰色細粒砂岩からなり，凝灰岩・凝

灰質細礫岩・泥岩を挾む。岩相から最下部・下部・上部

に3区分される。

最下部は凝灰岩の薄層を挾み，海緑石を含む暗灰色～

青灰色泥質細粒砂岩である。基底は厚さ12mの含礫中

粒～粗粒砂岩としすこ。層厚42m。

下部は細粒砂岩と砂質頁岩の互層から構成される。基

底には，一見，スコリアに似た凝灰質細礫岩（厚さ1パ

2m）があり，その直上の泥岩中にL伽σ郷9αo言の

密集層があって，本地域の良好な鍵層となっている。ま

た，下部層の上限付近には厚さ50・》100cmの堅硬な凝

灰質砂岩があって，その中にサンゴ類の化石が密集して

産する。この密集層は上小高島から黒島まで追跡でき

る。下部の層厚は23・》34mである。

下小高島砂岩層の上部は厚層で塊状の青灰色細粒砂岩

からなり，凝灰岩の薄層を数層準に挾む。砂岩は風化し
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第1表　佐世保・唐津・崎戸松島3炭田間の地層対比表

崎戸松島炭田＊＊
　大島付近

西

彼

杵

層

群

片島頁岩層
150一～200m

日　切互層
100m

リマ砂岩層
55m

塔ノ尾互層

　55m
琴平砂岩層
　70～90m

百合谷互層
100戸》140m

蛇ノ目砂岩層
　30～45m
マカロニ砂岩層
　90～130m

筍　 貝　 層

110～170m

松

島層
　群
大島爽炭層　30戸》130m

佐世保炭田佐々・臼の浦・下小高島周辺

相浦層群

古川頁岩層
100？《ノ160m

皆島砂質泥岩層

105m

長島砂岩層
＋120m

上小高島砂岩層

十75m

下小高島互層
　30’》46m

下小高島砂岩層

　146m
トノコ島互層　十40m

木原砂質

　　　　露上部頁

岩層杵出
　　島　せ
轟藩層ず

芳の谷爽炭層

唐　津　炭　田　南　西　部＊

有田・早岐付近

佐　 世　 保　 層　 群

脇崎砂岩頁互岩層

　55～80m

田ノ浦頁岩層
　90～100m

勝磯砂岩頁岩互層

　55～60m

舳付砂岩層
　50～80m

生島砂岩層
　30～60m
鳥越凝灰質岩層
　50～70m

広田砂岩層
　30～50m
新行江砂岩凝灰岩層

　30～70m

蔵宿砂岩層　120～200m

木原砂質頁岩層
　±100m
原明凝灰質岩層
　40～60m

黒川砂岩層
　80～100m

大

塔

層

早

岐

層

川

内
層

曲

川

層

杵 島

240～260m

層

芳の谷爽炭層　　十250m

杵

島

層

群

相

知層
　群

＊高橋・植田・岩橋（1957）12）の層序区分による。蔵宿砂岩層以下の層厚は，筆者の算定による。

＊＊松島炭鉱大島鉱業所の未発表資料による。

て玉ねぎ状構造を呈し，紫色に変色する特徴をもつ。ま

た，径数10cmの球状砂質結核が散在することも，特徴

のひとつになっている。いまのべた岩相上の特色は，唐

津炭田南西部における蔵宿砂岩層の特徴と一致する。層

厚65《’70m。

本層を通じて，動物化石は下部に多く，上部には．P伽7

卿4渉s耀oオoJが小団球として含まれるほかは一般に少な

い。

4．1。3下小高島互層

層厚：30～40m，模式地：下小高島西岸。また上小高

島北東岸にも分布する。

植物片を多く含む暗灰色泥岩・細粒砂岩の細互層から

喬り，凝灰岩・凝灰質細礫岩の薄層を挾む。本亘層の下

限は，下位の塊状砂岩から細互層に移る間に介在した厚

さ50～70cmの骨石状凝灰岩とする。上限には乱堆積を

しめす厚さ4mの細粒砂岩がある。化石は上部をのぞく
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ほか一般に少ない。

　4・1・4　上小高島砂岩層

　層厚：＋75m，模式地：上小高島北西岸。また下小高

島西端にも分布している。

　主として暗青灰色泥質細粒砂岩からなり，凝灰岩・凝

灰質粗粒砂岩をひんぱんに挾む。細粒砂岩はしばしば砂

質泥岩にうつりかわり，風化して楕円状の玉ねぎ状構造

をしめす。本砂岩層の基底は，下小高島互層上限の乱堆

積部の直上にある厚さ2～3mの白色凝灰質粗粒砂岩と

する。化石はこれまでのべた地層を通じて最も豊富であ

り，数層準に二枚貝。巻貝。サンゴ類を多産する。とく

に本砂岩層の上限ちかくの層準にはCh伽〃3ys偽勉yα・

碗3JsヂV碗67げ昭74宛∂65痂o虹6sの多産層があって鍵

層として有効である。

　4・翫5長島砂岩層

　層厚：＋120m，模式地：長島。　このほか高崎山の南

海岸・上樫木島・下樫木島・下皆島の東岸に本砂岩層の

上部が露出している。また陸地部では，黒石南方の臼の

浦線鉄道切割りに本砂岩層の上限がみられる。

　本砂岩層はこれまでのべてきた地層と異なって，やや

瀕海成～半かん・半淡水成的な岩相をしめしている。わず

．かに紫色をおびる灰白色細粒～粗粒砂岩からなり，暗灰

色頁岩を挾むか，またはこれらが互層している。数層準

にわたって乱堆積があり，沢田11）のいわゆるソーセージ

状砂岩が観察される。乱堆積付近の層準には砂管が発達

している。本砂岩層には，局部的にうすい炭質頁岩や細

礫岩・凝灰岩が挾まれている。

　本砂岩層の下半部は海底下に没しているため，下位の

地層との関係をつかむことができず，真の層厚も知るこ

とができない。

　化石の産出はまれである。

　4・1・6皆島砂質泥岩層

　層厚：105m，模式地：下皆島一上皆島。このほか上

樫木島。下樫木島・高崎山西海岸の岩礁に露出する。陸

地部では佐々町黒石周辺に広く分布している。かつて，

この区域で黒石層ユ9）と称された地層がほぼこの砂質泥

岩層に該当する。

　主として砂岩を挾む暗紫灰色の砂質泥岩ないし微細粒

砂岩で構成され，凝灰岩の薄層を挾んでいる。砂質泥岩

は炭質物・雲母片を含み，風化して玉ねぎ状構造を呈す

る。本層の基底には厚さ6～11mの帯紫緑灰色の，凝灰

質礫質砂岩ないし細礫岩があり，海緑石を多く含んでい

る。この細礫岩は本地域の南部の下皆島から臼の浦線切

割りにかけて連続して追跡でき，良好な鍵層となってい

る。主部の砂質泥岩または微細粒砂岩には，石灰質の小

団球が多く含まれていて，この中にyo鰯αsp。を主と

する貝化石が密集して産する。なお，本部層の最上部か

、ら・ノ〉9勉o％sp・などの有孔虫化石が長浜らによ？て採

集されている。

　4・1・7古川頁岩層

　層厚：100～160m，模式地：佐々町古川付近の佐々川

西岸。島填区域ではトコイ島東岸・下皆島西岸に分布す

渇。

　主として暗灰色頁岩からなり，細粒砂岩を挾むか，ま

たはこれちが互層している。頁岩は板状で炭質物に富

む。砂岩は青灰色～灰白色で雲母片に富み，炭質物を含

んでいる。この砂岩はいわゆるアルコーズ質砂岩で，岩

質からは上位の相の浦・佐世保両層群の砂岩と区別でき

ない。古川頁岩層の中部には，偽層の発達した厚さ20m

前後の白色塊状砂岩がある。本頁岩層の上部は砂岩』頁

岩の細互層で，上限に厚さ4～5mの，乱堆積の著しい

層準が存在する。この直上には白色アルコーズ質の粗粒

砂岩があって，相の浦層群の基底部を構成している。

　化石は本頁岩層を通じてきわめてまれであるが，上限

から30～40m下位に，厚さ30cm内外の海緑石を含む

凝灰質粗粒砂岩があって，この中に貝化石が局部的に多

産している。

　4・2　隣接炭田との岩相の比較と地層対比

　これまでのべてきた本地域の杵島層群と唐津炭田南西

部の同層群および崎戸松島炭田の西彼杵層群との対比を

・第1表に示した。こ．の地層対比に関して，層序上の大き

なあやまりはないと考えているがプなお各部層の境界に

若干の不一致があると予想される。本地域の杵島層群に

上にのべたような独自の地層名を用いたのは，部層の定

義に不正確を避けるためである。したがって今後，地層

の境界について厳密な対比が行なわれたとき，本地域の

．地層名は変更されるべきである。また西彼杵層群の各地

層名は，主として松島炭鉱KK，大島鉱業所で慣用きれ

ている名称注1）である。この地層名を用いた理由は，　こ

の報文が崎戸ではなく大島に発達している地層について

比較を行なっているためで，単に便宜的なものにすぎな

い。

　次に，3地域の岩相の比較と対比の要点を略記する。

　　トノコ島互層の岩相は，唐津炭田南西部の木原砂質頁

岩層に較べてやや砂質で，むしろ嬉野付近の同層の岩相

3）7）にちかい。一方，大島の百合谷互層の上部は暗灰色
’
砂
質 頁岩を主とし，凝灰岩・砂岩を挾み，トノコ島互層

　に似た岩相をもっている。しかし後者に較べて百合谷互

注1）桜井淳吾・永淵正叙（1938）による。
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層はよ．り砂質である。

　下小高島岩層の主部をなしている厚層の灰青色細粒砂

岩は，唐津炭田南西部の蔵宿砂岩層の特徴をすべて有し

ている。ただ，前者の下半部が凝灰岩を挾む泥岩・砂岩

の互層であるのに反し，蔵宿砂岩層は上下を通じてほと

んど1枚の塊状砂岩からなっており，下部に互層を伴な

わず，また本地域にみられるようなμ耀やサンゴ類

の化石密集層を下部に挾まない。大島の琴平砂岩層を下

小高島砂岩層と蔵宿砂岩層に対比したこと1こついては若

午疑問の余地がある。野田・朱雀18）は蔵宿砂岩層を奥浦

頁岩層（百合谷互層の上部）に対恥し，山崎26）は蔵宿砂

岩層を鶴崎砂岩層（琴平砂岩層の下部）に対比してい

る。しかし，筆者は琴平砂岩層中に蔵宿砂岩層特有の灰

色細粒砂岩が薄層ながらも介在していることによって，

ひとまず第1表のように対比した。なお琴平砂岩層には

山崎のいわゆる駒鳴型砂岩24）幼）もまた存在し，凝灰岩

や泥岩の來みが多くなっている。

　下小高島互層は，唐津炭田南西部の新行江砂岩凝灰岩

層の岩相とあまりかわらない。大島の塔尾互層は，炭質・

物を含む暗灰色頁岩・細粒砂岩の細互層で，凝灰岩を挾

み下小高島互層の岩相によく似ている。

　上小高島砂岩層の主部をなす玉ねぎ状風化の砂岩は有

田・早岐付近の広田砂岩層と同じ岩相の特徴を示してい

る。島でみられる本砂岩層の上限にはC雇α粥ysを多産

する凝灰岩を挾む層準があるが，これは唐津炭田南西部

の鳥越凝灰質岩層の岩相に類似している。大島で上小高

島砂岩層に対比される地層は，層序から推してリマ砂岩

層であるが，岩相は若午異なっている。すなわ．ち，リマ　　加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200
砂岩層は礫岩・凝灰岩・暗灰色～灰色細粒砂岩，緑色鉱

物に富む粗粒砂岩の互層からなり，中部にL伽αの化石

を多産する層準があって，上小高島砂岩層の特徴をなす籾

砂岩は顕著でない。したがって，上小高島砂岩層をリマ

砂岩層に対比することについては検討を要する。　　　　、。。

　長島砂岩層の灰白色砂岩は，唐津炭田南西部の生島部

層を構成する砂岩の岩相と同じであるが，後者に比較し

て層厚が増大し，頁岩の爽みがひんぱんとなっている。

ここで対比上問題となるのは，唐津炭田南西部において

広田砂岩層と生島砂岩層との間に介在している鳥越凝灰

輩岩層である。この部層は・凝灰岩の薄層を挾む細粒夢

岩と砂質泥岩から構成きれた厚き50～70mの地層であ

るが，本地域では，地表でこの部層に相当する地層を，

上小高島砂岩層の上限をのぞいて，観察することができ

ない。層序から考えて，鳥越凝灰質岩層の主部は，おそ

らく長島と上小高島間の海底に露出しているのではない

かと想像される。一方，大島では長島砂岩層のような岩

50
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相をもつ地層はみられない。

　皆島砂質泥岩層基底部の礫質砂岩ないし細礫岩は，有・

田・早岐付近の舳付砂岩層基底部の礫岩と同じ岩相をも

っている。また本砂質泥岩層の主部をなす砂質泥岩ない

し微細粒砂岩は，舳付砂岩層において，もっと砂質とな

っているが，浮石粒を含むこと，風化し・て小玉ねぎ状構

造をなすことなどの特徴は両者に共通しているので，両

層を同層準として対比するのは妥当である。しかし本砂

質泥岩層とその上位の古川頁岩層とは岩相が漸移してお

り，境界が人為的であるため，本砂質泥岩層の上部と，

有田・早岐付近の勝磯砂岩頁岩層の下部とは，若干重複

する可能性がある。大島で本砂質泥岩層に対比される地

層は日切互層であり，両層主部の岩相は互いに類似して’

いる。しかし，日切互層基底には皆島砂質泥岩層基底部

のような顕著な粗粒岩が存在せず，わずかに▽伽師一

つ僻4宛を多産する凝灰質の角礫岩の薄層があるにすぎ

ない。あるいは山崎26），野田・朱雀18）のいうように，前

記のリマ砂岩層上部が本砂質泥岩層の基底部にあたるの

かもしれない。

　古川頁岩層は暗灰色頁岩と白色の砂岩との互層である

が，この岩相は唐津炭田南西部の舳付砂岩層をのぞく大

塔層および大島の片島頁岩層に共通していて，3者の対

比に関して岩相上の問題はないと考える。

　岩相上の比較は上記のとおりであるが，地層の層厚は

第1表に示されるように，本地域と唐津炭田南西部の杵

島層群との聞でほぼ似たような傾向をもっている。しか

し，これらと大島の西彼杵層群の間には，層厚にかなり

の差が認められる。とくに下小高島砂岩層から皆島砂質

泥岩層基底までの厚さが，大島ではめだって薄化してい

る。

　以上のべたことは次のように要約きれる。

　1）　佐世保炭田・唐津炭田南西部間の杵島層群は，岩

相上，部層単位でほぼ対比できる。

　2）　本地域において，地表でみられる杵島層群の最下

部はトノコ島互層であり，これは唐津炭田の木原砂質頁

岩層の上部にあたる。

　3）大島の西彼杵層群は，最上部をのぞいて局部的に

岩相が一致するとはいえ，全体を通じて対比にまだいく

つかの問題がのこされている。

　4）　3地域を通じて，層序位置と岩相がほぼ共通して

いるのは，下小高島砂岩相当層および最上部の古川頁岩

相当層である。

　5）本地域の杵島層群は，岩相・層厚からみて，大島

よりもはるかに唐津炭田南西部の杵島層群に共通点が多

い。

4・3大型動物化石（第2図・第2表）

　本地域の杵島層群中部～上部には，多くの大型動物化

石が産する。これらの多くは巻貝・二枚貝であり，ほか

にサンゴ類・蘇虫類・甲殼類が含まれる。産出した大型

化石は一括して第2表の化石産出表に示される。これら

の動物化石のうち，属ξして80％弱，種として（cf．も

含む）90％が，唐津炭田の杵島層群（最下部の杵島層を

のぞく），崎戸松島炭田における蛇ノ目砂岩層以上の西彼’

杵層群にそれぞれ産する動物化石群に共通している。す

なわち，本地域の大型動物化石群は，いうまでもなく長

尾のC廻5S磁ε1碗θ3ッσδ吻帯14），　または水野の’V6珍

67吻74宛∂6s痂oJ4θ5帯23）に属するものであり，漸新

世新期の時代を示している。

　本地域の大型動物化石の産状について，まだ充分な解

析と検討を行なっていないが，2，3気づいた点を次に

略記する。

　本地域の杵島層群中部～上部を通じて，層準によって

ある特定の化石種がきわめて多産あるいは密集して産す

ることがある。その例として，L珈σ郷8’σ擁，サンゴ

類，Chlo〃z鐙σsh勿磁％sJs，05渉形σ伽郷6∫07卿」3，

ンol碗σsp。などがあげられる。

　L吻σは下小高島砂岩層下部の凝灰質細礫岩直上にあ

る泥岩中に密集して産し，他の化石種をほとんど伴なわ

ない。L伽σはすべて両殼で，層面に平行に重なりあっ

ている。これに似たL伽αの産状が，高橋ら12）によっ

て唐津炭田南西部の針尾島で報ぜられている。しかし，

針尾島における五加0の密集層は蔵宿砂岩層（下小高島

砂岩層）の上部にあり，本地域とはやや層準をことにし『

ている。この両地域における層準の食い違いは，今後広

域の地層対比に際して，ぜひ検討する必要がある。

　サンゴ類の密集する層準は，下小高島砂岩層下部の上

限付近である。きわめて淘汰不良の凝灰質細粒砂岩ない

し細礫岩中に，比較的多くの種の二枚貝・巻貝とともに

サンゴが密集して産している。この密集層の特徴は小型

の腕足類を必らず伴なうことである。サンゴおよび貝類

の化石は，がいして乱雑な産状を示し，保存不良であ

る。サンゴと腕足類は，この密集層のほかに，上小高島

砂岩層の上限ちかくの層準にも，多く産し，あとでのべる

Ch厩吻sの化石群と混在している。

　Os加4は下小高島互層上部および上小高島砂岩層の

2層準において，灰白色の中粒～粗粒砂岩中に多産す

る。Os漉oが多産するところには，他の化石種がほと

んど含まれない。Ch㍍郷ysが多産する層準は上小高島

砂岩層上限である。暗灰色砂質泥岩・細粒砂岩中に，両
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殻のまま層面に平行に含まれている。Ch砺粥鐸ととも

に産する他の化石種は比較的多数であるが，さきにのべ

たサンゴ，腕足類のほかに76n6沈僻4宛，P加7が普

通にみられる。化石の保存状態は良好である。yoJ痂α

sp・（主としてb）は，皆島砂質泥岩層に含まれている石灰

質の小団球中に密集して産している。yoJのσは多くの

化石種を伴なう’が，とくに0θ撹認伽吻が多い。団球中

には炭質物が含まれている。yoJ4伽は一般的にいって

冷水環境のものとされているが，表でみるように，・毎侃

や列‘郷など温暖ないし亜熱帯種とともに産している

ことが興味深い。以上のほか，丁躍擁θ〃σの多産層が下

小高島互層と上小高島砂岩層との境界付近に，So伽甥伽

を多産する層準が古川頁岩層の上限ちかくに，それぞれ

存在する。『V醜67σ6僻4伽∂εs魏oぎ吻sやPJ如7卿碗s％・

御o麺は，がいして多産する種であるが，どの地層にも

いろいろな岩相にも，普遍的に産しているのであまり特

徴とならない。

　第3表は，本地域における化石種の多産する層準と，

岩相による地層区分との層序的関係を示している。唐津

炭田南西部では，これまで，産出化石についての詳細な

層準が明記されていないので，化石多産層がどのような

順序で重なっているかよくわからないが，高橋ら12）の化

石リストによると，下から上へ，蔵宿砂岩層にL伽σ，

広田砂岩層にサンゴ，鳥越凝灰質岩層にCh伽粥ys，舳付

砂岩層にノV鷹躍σ郷（標本を検討していないが，おそら

く筆者のy切4宛ではないかと思われる）の各多産層が

存在しているようであり，この順序は，第2表にあげた

本地域の多産層の順序にほぼ似ていると推定される。も

し以上の推定が実際に確認されれば，化石多産層準が地

域間の地層の対比に大きな役割りをはたし・得ると思われ

また当時の堆積環境についても，いっそう明瞭となるで

あろう。

　4．4地質構造

　4。4。1榴曲
　本地域の杵島層群は，佐々川・志方・高崎の大きな3

断層にかこまれた地帯に，比較的ゆるやかな傾斜で各地

に背斜や半ドーム構造を形成している。佐々川。志方両

断層に挾まれた陸域の杵島層群はがいして10～20。で傾

斜し，佐々駅付近でNE－SWに走る佐々川背斜1〉と，

黒石付近にみられる黒石半ドーム11）を形成している。こ

の2榴曲のつながりは，両構造の間を覆っている沖積層

の存在によって不明であるが，周囲の地層の状態からお

して，これらは元来1つの背斜構造であったと考えられ

る。

　高崎・佐々川両断層に挾まれる島喚区域の杵島層群は

第3表岩相による地層区分と化石種

　　　の多産層準との関係

岩相区分

杵

島

層
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岩
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ノ
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島
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大型動物化石種の多産層準

SoJα郷6％

貧　　化　 石　 相

少　　化　　石　　相

yoJ4毎

ノ　　　　　　　　　　　　　　

／　｝70」4iσ　♪
＼　　　　　　　　　　　 ！

貧　　化　 石　 相

亜〉Ch」郷

03かω

7％7万紹〃α

Osか6σ

少　 化　 石　 相

CORA：L・BRACHIOPODA

五珈σ

貧　 化　石　 相
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第5図　下小高島試錐断面図

佐々川断層ぞいに黒島をN－Sに走る背斜構造を形成し

ている。背斜の西翼は15（’30Qで西に傾斜している。傾

斜の最も急で勘るところは，下小高島・上小高島の西岸

から下皆島・長島までの一帯で，これより西方または東

方に向かって傾斜は次第にゆるやかとなっている。

　4。4．1断層
　本地域には，ききにあげた佐々川・志方・高崎3断層

のほかに，NW－SE性の断層がある。これらのうち，も

っとも大きく，かつ重要であるのは佐々川断層である。

　佐々川断層は，その両側で佐世保層群の炭層の発達，

炭質上に大きな差異がみられること，落差が大きく西か

ら東へのしあげた衝上断層であるこ．となどの点で，古く

から注目されてきた6）2n22）。本断層の性質とその成因に

ついては，沢田9）10）1エ）の詳細な説明がある。佐々川断層

は本地域の北方に端を発し，吉井町子産坂から佐々川に

そって南西方向に走り，本地域内の佐々東部の山麓を通

過して黒石新田にいたり，臼の浦駅付近で南に方向を変

じて海域に延びている。同断層は延長35kmに及んで

・いる．島填区域で佐々川断層が通過するのは，大瀬半島

と黒島間，トノコ島と母島間である。以上のように同断

層はS字形をなして走っている。

　断層面の傾斜は，本地域北方の潜竜炭鉱と報国炭鉱に

．おいて，70Q以上であるが，南下するにしたがって断層

面の傾斜はゆるやかになり，佐々町里山炭鉱で60～70。

NW，さらに南の旧小浦炭鉱では，坑内における大瀬五

尺・三枚・四枚のそれぞれ断層面にあたる深度差，およ

び同断層を貫いた試錐資料から，断層面は55。NWで傾

斜し，断層破砕帯の幅は約20mと推定きれる。断層の

落差は，沢田によると最大層間落差750m，岩橋による

と本地域北方の神田駅付近で約1，000m，南の黒島付近

で約1，200m東側落ちとされている。佐々川断層はその

両側の地層に擾乱をあたえているが，がいして落下した

側（東側）より，あがった側（西側）の地層に強い擾乱

がみられる。

　志方断層1n（岩橋1）の高崎断層の北部分にあたる）は

金比羅岳・城辻山西方をNE－SWに走る西側落ちの正

断層で，黒石新田の南で佐々川断層に合流する。層間落

差は南に大きくなり，黒石新田で約450mである。高崎

断層は臼の浦で佐々川断層から分岐し・，高崎山の北斜面

から永ノ島にかけてENE－WSWに走る北西側落ちの

断層で，層問落差は永ノ島・トコイ島付近で約600mで

ある。NW－SE性の断層は上記の3断層に挾まれて発

達するが，いずれも落差の小きい正断層である。

5・下小高島試錐で判明した地質

これまでのべてきた佐世保炭田の杵島層群の層序と地
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質構造をもとにして下小高島試錐が実施された。試錐位

置の選定にあたって，できるだけ下位の層準から掘進を

はじめることと，地下深部において試錐の先端が佐々川

断層にあたらぬことの2点に，主として考慮がはらわれ

た（実際の位置決定は須貝貫二によって行なわれた。）

（第4図参照）。

　5・1　試錐前の予想

　試錐前に，地下深部の地質にづいて，次のことが予想

された（第6図参照）。

　1）　本地域の杵島層群中部パ上部は唐津炭田南西部に

おける同層群の層序・岩相に共通していることから，本

地域の地下の杵島層群下部および芳の谷爽炭層の層序・

岩相・層厚は唐津炭田南西部に準ずる。すなわち，本地

域の地下には，上位から木原砂質頁岩層・骨石帯・黒川

砂岩層および同層群最下部の杵島層が存在し，その下位

に厚層の芳の谷爽炭層が伏在すると考えられる。この場

合，唐津炭田南西部における層厚を規準にすると，地下

深度約一650（・一700mで杵島層基底，一900～一950m

で芳の谷爽炭層の杵島五尺層または有田五尺層に到達す

る　（深度の予測にあたって地層の傾斜を25Qとして計

算）。

　2）大島と西彼杵半島との間には呼子ノ瀬戸断層15）16）

があり，この断層に近づくにつれて西彼杵層群下部’と大

島爽炭層は薄化している。呼子ノ瀬戸断層は佐々川断層

の南方延長部分と考えられるが，本地域にもこれと同じ

地層の薄化がみられれば，本地域地下の地層は，大島に

おける西彼杵層群下部と大島爽炭層の層序・層厚に類似

したものになろう。この場合，大島でもっとも上記の断

層にちかく，地層が薄化している大島東南部の層厚をも

とにすると，地下深度は杵島層基底で約一400m，大島

爽炭層の本層で一420～一430mと予測される6

　3）2）に関連して，大島内でもっとも本地域から近距

離にある大島北部の鯨ケ浦試錐の資料を規準にすると，

杵島層基底および大島爽炭層までの深度はそれぞれ一

600m，一750mと計算される。

　4）杵島・西彼杵両層群は，それぞれ黒川砂岩層また

はその相当層準で，基盤岩を直接覆へいする事実が唐津

・崎戸松島両炭田で認められている。この事実は，いわ

ゆる芦屋海進がこの期に広範囲に行なわれたことを示し

ており，もし，佐々川断層が相知・杵島両層群堆積当時

の障壁に関係しているのであれば，本地域には杵島層群

最下部の杵島層以下の地層は存在せず，黒川砂岩層が基

盤岩の上に直接横たわっている想定もなりたつ。この場

合，身近かな例として第6図に示されるような西彼杵半

島における西彼杵層群があげられる4）15）。これを規準に

すると，基盤までの深度は，約一400mである。

　5．2試錐経過

　下小高島試錐の掘進は昭和35年8月9日に開始され

た。試錐機械，工事の進捗状況など，試錐工事全般につ

いては，ちかく河内s）がくわしく発表する予定なので，

ここでは試錐の結果，判明した地質についてのみ記述す

る。下小高島試錐は下小高島互層上部から掘進をはじめ，

順次，下小高島砂岩層・木原砂質頁岩層（トノコ島互層

を含む）・骨石帯・黒川砂岩層・杵島層を貫いて芳の谷

爽炭層にはいり，同來炭層を30。59m（ロットの長さ）

掘きくして予定深度の一900mに達し，昭和36年2月P

日に掘さくを終了した。

　試錐孔はほぼN45QE方向に，垂直線に対して最大約

12。の角度でまがっていることが，孔曲り測定によって

判明した。これは，F予定の垂直線に対して約1101P（地

層の傾斜方向の断面では約85m），深度で約10mのズ

レを示している（第5図）。

　試錐コアを検収した結果得た地質柱状図は，第7図に

示される（柱状図の層厚は地層の傾斜と試錐孔のまがり’

を考慮して補正。）。

　試錐の結果判明した事実は，上にのべたいずれの予想

よりもはるかに爽炭層が深いことを示している（最も深

く考えた1）よ一りさらに150～200m深い）。予想との

くいちがいの原因は，あとにのべるように，木原砂質頁

岩層が他地域のどこよりも本地域で厚層になっていたこ

と，地下深部で地層の傾斜が急になっていたことによ

る。

　5母　杵島層群下部～芳の谷爽炭層の岩相

　下小高島試錐コアにあらわれた各地層について，説胆

の都合上，上から下へ順に，隣接炭田の同層群下部と比

較しながら記載する（第6，7図参照）。下小高島互層

および下小高島砂岩層については，すでに4．1，4．2で

のべているので，とくにこの項ではふれない。ただ，下

小高島砂岩層下部にある2枚の鍵層一サンゴ類化石密集

層と五伽σ化石密集層一が，本試錐において，それぞれ

一122。30m，一146．10血の深度で確認され，これによ

って，地表の鍵層の位置と試錐の深度をむすんで，地層

の真の傾斜を知り得たことを附記する。それによると第

5図でわかるように，地表から深度一150mの間は，地

層傾斜が25。である。

　5・3・1木原砂質頁岩層（深度一194・40～一470・00m

　　　層厚255m）

　地表でみられるトノコ島互層は，木原砂質頁岩層の最

上部にあたるので，本部層に一括して説明する。暗灰色

頁岩・砂質泥岩・暗灰色泥質砂岩・細粒砂岩の互層から
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佐世保炭田の杵島層群と下小高島試錐について（井上英二）
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地質調査所，月報（第14巻第3号）

なり，凝灰質粗粒砂岩。凝灰岩の薄層を挾む

単調な地層である。ところにより浮石粒を含

む。海緑石はまれである。炭質物は本砂質頁

岩層の上部に多く，貝化石はまれにしか含ま

れない。

　本砂質頁岩層は，唐津炭田南西部の木原砂

質頁岩層の岩質・岩相にほぼ類似しているが

試錐において本砂質頁岩層の層厚が非常に増

大し，唐津炭田南西部における層厚の2倍半以

上の厚さになっている点が注目される。また

唐津炭田南西部において，未原砂質頁岩層の

上半部にあたる野田・朱雀18）および今井ら5）

の仏ノ原部層の主部をなす暗灰色泥質砂岩が

試錐において“木原型”の頁岩の問に挾まれ

ていることも注目される。がいして，試錐に

おけるこの地層は，唐津炭田南西部よりもむ

しろ南部の嬉野周辺の木原砂質頁岩層の岩相

・層厚3）7）にちかい。大島で同層準にあたる

地層は百合谷互層の上半部であるが，百合谷

互層のほうがより砂質で，砂岩の爽みが多

い。むしろ，本部層は崎戸の奥浦頁岩層，西

彼杵半島の釜敷山互層（仮称）4）にややちか

い岩相を示す。

　5。3。2骨石帯（深度一470・00一・一511．00

　　　　m，層厚35m）

　“骨石”とよばれる薄層の石英安山岩質層

灰岩27）の存在によって特徴づけられ，骨石の

ほか灰白色凝灰質岩を挾む暗灰色泥岩・砂質

泥岩・微細粒砂岩からなっている。本質的に

上位の木原砂質頁岩層とは岩相上の区別がっ

き難いが，多少入為的に，凝灰質岩が多くな

るところをもって両者の境界とした。

　骨石帯は唐津炭田南西部の原明凝灰岩層に

対比され（上限の境界は多少上下する），岩

相もよく似ているが，骨石帯のほうが凝灰質

岩の発達が貧弱である。大島では百合谷互層

の下半部が骨石帯に対比されるが，骨石帯に

較べて凝灰質岩の発達が良好である。また，

その間を埋める岩石も，骨石帯に較べて砂岩

が増している。

　5．3。3黒川砂岩層（深度一511・00～一596．

　　　　75m，層厚72m）

　上半部は暗灰色～暗緑灰色の微細粒～細粒

砂岩である。海緑石を含み，長石の白斑がめ

（註）　※　真の深度でなくロツトの長芝の累計

　懸層昂鋪正済、（子Lま抑，地層の傾斜を考慮）
　継米　コアの標本で測定削し酬爲傾科

　　　　　　　　　　　　　※楽来
地襲名 　　楽深　度

　m
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佐世保炭田の杵島層群と下小高島試錐について（井上英二）
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　　葡L虫イヒ石

だつ，いわゆる佐里型砂岩24）の特徴をそなえ

ている。しかし，この特徴は唐津炭田におけ

る同砂岩ほどは著しくない。黒川砂岩層下半

部は灰白色の細粒～粗粒砂岩から構成され，

あいだに，大島で“蛇ノ目”とよばれる二枚

貝化石の密集した石灰質砂岩と，その下位に

2枚のOs加αの密集層が介在している。本

砂岩層の基底には，含礫粗粒砂岩ないし細礫

岩があり，礫の多くは珪岩・雲母片岩である。

　以上のべた岩相は，唐津炭田南西部の黒川

砂岩層と，大島の蛇ノ目砂岩層・マカロニ砂

岩層上半部との岩相の特徴をそなえている。

蛇ノ目密集層とOs渉帽α密集層は，唐津炭田

南西部にはみられず，崎戸松島炭田において

のみ，著しい存在である。なお，唐津炭田北

部の基盤にちかいところでは，佐里砂岩層の

基底礫岩の上方に，蛇ノ目型の二枚貝密集層

がある。

　5．3．4杵島層（深度一596・75～一869・41

　　　　m，層厚227m）
　杵島層は杵島層群最下部を占めている。唐

津炭田におけると同じく，本地域においても

杵島層は上・下2部層に区分される。

　上部層は唐津炭田の大川野砂岩頁岩層3）21）

に相当し，主として貝化石に富む含雲母暗灰

色頁岩から構成され，そのあいだに砂岩や凝

灰岩の薄層が挾まれる。この部層の最上部約

33mは細粒砂岩である。この砂岩は下方に向

かって細粒となり，色は青灰色から暗灰色に

変化する。暗灰色頁岩は板状に剥離し，雲母

片に富み，部分的に浮石粒や海緑石を含んで

いる。

　本部層の貝化石を多産する層準は，長尾14）

によって有田化石帯と称されている。第8図

は試錐コアから採集された化石をまとめたも

のであるσこれらの化石種は，いずれも唐津

炭田の杵島層に多産している。化石の産出は

第8図でわかるように，同じ岩質でも一様で

なく，富化石層準と貧化石層準が周期的に繰

り返し，また層準によって産出化石群の構成

が異なっている。とくに顕著であるのは，本

部層上部に’Vε窺7」‘卿4彪s励勉ヵヵo競αの

多産（または密集）が2層準に存在すること

で，これと同様の産状が，唐津炭田南西部の

93一（271）
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有田西方における新報国炭鉱KKの試錐コアでも認めら

れる。なお，・杵島層の貝化石については→他地域との比

較もあり目下検討中なのであらためて記述したい。

　杵島層の下部層は，ほとんど砂岩のみから構成される。

砂岩は灰白色のものが多ぐ，いわゆるアルコーズ質で，

下に向かって粗粒となる。しばしば礫質となり，下部に

は細礫岩を挾んでいる。局部的に，海緑石が砂岩中に密

集して含まれる。本砂岩層の基底には厚さ5～6mの礫

岩があり，杵島層群の基底部を形成している。礫岩には，

主として珪岩・雲母片岩の円礫ないし亜円礫が密に含ま

れ，多くの炭化木片を伴なっている。礫の大きさは径3・

《・5mmのものが多く，2～3cmの中礫がそのあいだに

存在する。

　以上のべた杵島層の岩相は，全般的にみて，唐津炭田

における同層にきわめてよく似ている。すなわち，本層

が岩相から上。下に2分されるのは，唐津炭田南部およ

び，南西部の杵島層に共通しており，大島ではあまり明

瞭でない。大島で杵島層に相当する地層は，マカロニ砂

岩層の一部と筍貝層であるが，全般的にみて泥岩・砂岩

の互層であり，東に向かって砂岩が優勢となっている。

杵島層基底礫岩は大島において最もよく発達し，径数cm

から10数cmの雲母片岩。珪岩の礫を含む礫岩が数層

準に存在する。一方，唐津炭田南西部では基底礫岩の発

ず
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　達が悪く，多くは礫質砂岩ていどである。

　　本地域・唐津炭田南西部・大島の3地域を通じて共通

　である点は，杵島層の最上部が灰色～灰白色の砂岩であ

　ること，全層を通じて雲母片に富むこと，および有田動

　物化石群を多産することである。貝化石についてはまえ

　にのべたように，本地域と有田付近との杵島層の間に産

　状に関して共通点が多いが，大島では筍貝層の下部（下

　部砂岩層に相当）　にも　T％77蜘llσ　sσ鰭06％sJ3　や

　03加σ躍瀦o伽sおなどからなる密集層が数枚存在して

　いる。

　　層厚は，本地域と唐津炭田南西部間でほとんど変化な

　く，大島で薄化している（第9図参照）。

　　5．3・5　相知層群芳の谷爽炭層（深度一869・41～一900・

　　　　　00m，層厚＋25m）

　　本試錐では芳の谷爽炭層最上部のごく一部の岩相しか

　知ることができない。アルコーズ質白色～灰白色砂岩と

　板状黒灰色頁岩との細互層で，炭化木片を含み，黒色渥

　青質の頁岩を挾む。砂岩は上位の杵島下部砂岩層のもの

　と同岩質であるが，がいしてやや粗粒となっている。杵

　島層との境界はさきにのべた礫岩であるが，この礫岩の

　直下に灰色頁岩（厚さ12cm，第7図には省略）があり

　境界付近の岩相の変化は明瞭である。

　　以上のべた岩相は，3地域を通じて共通しており，岩

　　　相上の差異は認められない。

　　　5・4地下構造
　　　地下における地層の傾斜は，試錐コアで得られた

　　　板状の砂岩・頁岩から測定きれる。第7図には，コ

吻　　　ア標本から測定された見掛上の傾斜が示されてい

　　　る。しかし試錐のロットが地下において垂直でなく

　　　地層の走向・傾斜の両方向に対して斜めに進んだ場

　　　合は，測定された傾斜角は真の地層傾斜をあらわき

　　　ない。第5図は試錐コアで測定された傾斜角に，孔

　　　まがりの補正を行なってえがかれた近似的な地質断

　　　面図である。試錐孔付近の地表で地層の傾斜は23～

第9図　杵島層の層厚で示される当時の堆積盆地

24QWであるが，下小高島砂岩層下部のLJ脚密集

層準の付近では25Qとなっていて（5・3項参照），

地表とほとんどかわらない。この層準から下方に向

かって次第に地層の傾斜は急になっている。すなわ

ち，木原砂質頁岩層基底で約30。，黒川砂岩層基底

付近で約35。，杵島層基底で約40。とそれぞれ推定

される。

　地表において，地層は佐々川断層に接近するにつ

れ，一般に傾斜がゆるやかになっているが，地下深

部では以上のべたように地層の傾斜は下方に向かっ

て増大している。このことから推して，地下深部の
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一900m付近までは，まだ試錐と佐々川断層の脚との間

には若干の距離があると考えられる。

　試錐において，断層粘土がみられたのは，深度一226．

50mと一809・54mの2層準である。前者は木原砂質頁

岩層中に，後者は杵島下部砂岩層中に存在するが，とも

に断層を挾んで上下の岩相に差が認められず，岩相が大

’きく繰り返してもいないので，おそらく落差数m内外の

断層と推定される。

6・考　　察

　下小高島試錐によって，これまで不明であった佐世保

炭田における杵島層群の全貌と芳の谷爽炭層の存在が明

らかにされ，唐津・佐世保・崎戸松島3炭田の関係，堆

積盆地のひろがり，基盤の動き，堆積環境，爽炭層の賦

存状況などの重要な問題の解明に対して，ひとつの手が

かりが与えられた。なお今後いっそうの検討が加えられ

て充分な考察をせねばならないが，ここではこれまで判

明した事実だけで大ぎっぱな考察を試みる。

　6・1佐世保炭田における杵島層群の堆積環境

　佐世保炭田の杵島層群は，全般を通じて明らかに唐津

炭田南西部における同層群に類似し，崎戸松島炭田の西

彼杵層群とはやや趣きを異にしている。ただ本地域の黒

川砂岩層中に唐津炭田南西部にはみられない大島型の特

徴（“蛇ノ目”や05！紹θ密集層の存在など）を有する

ことや，杵島層基底礫岩がむしろ大島のそれにちかい性

・質をもっていることは杵島。西彼杵両層群の堆積環境を

推定するうえに注目すべき事実である。

　杵島層群は，大局的にみて，唐津炭田南西部から佐世

保炭田南西部にかけてほぼ一様に堆積し，堆積盆地の沈

降状態も両地域で共通した傾向を示した。当時の海況も

両地域に共通していたことが，両地域の動物化石群の類

似性で示きれる。一方，崎戸松島炭田と本地域は，杵島

’層群堆積当時，一連の堆積盆地ではあったが，両地域の

岩相・層厚の差異，現在の基盤岩地域との距離を考えて

前者が盆地の周縁部にあたり，堆積盆地の沈降がより小

であったと考えられる。いわば西彼杵層群は杵島層群の

南西部周縁相と定義することができる。3炭田地域を通

じて杵島層群の堆積盆地の中心部は，唐津炭田南部の嬉

野，南西部の有田・早岐および佐世保炭田の本地域を結

ぶ東西にのびた地帯であったと考えられる。

　興味がもたれるのは，ききにあげたように，本地域の

杵島層基底礫岩と黒川砂岩層の一部が大島型であるとい

う点であり，前者はいわゆる芦屋海進の前駆の時期に，

後者は同海進が九州全域を通じて本格的に行なわれた時

期に，それぞれ形成された堆積物である。すなわち，海

進の初期にかぎり，本地域の杵島層群は崎戸松島炭田と

同じ後背地から堆積物の供給をうけたと推定きれる。

　杵島層群を通じて，3地域間で堆積盆地の動きにもっ

とも大きな差がみられるのは，骨石帯から長島砂岩層ま

での堆積期間で，皆島砂質泥岩層から相の浦層群基底ま

では，3炭田を通じて，堆積盆地の動きはほぼ一様であ

った。

　6・2芳の谷來炭層の発達状況

　下小高島試錐の主目的は，本地域の地下深部における

芳の谷爽炭層の発達状況を知ることであったが，この試

錐が爽炭層の最上部に達したのみで，炭層を確認できな

かったのはきわめて残念である。しかし，本地域にも隣

接炭田と同じ爽炭層が地下に伏在していることを確かめ

えたことは，．大きな意義を有する。炭層自体の発達状態

をここで推定するのは困難であるが，爽炭層上位の杵島

層群，とくに最下部の杵島層の発達状態から経験的にあ

るていどの推論を下すことは不可能でない。臼

　本地域の杵島層群が唐津炭田南西部の同層群に類似し

ていて，堆積盆地中心部の堆積相を示すこと，一方大島

の西彼杵層群ほ堆積盆地の周縁相をあらわし，地層の薄

化，堆積物の粗粒化が認められること，とくに爽炭層直

上の杵島層（筍貝層）に以上の傾向が示きれること，爽

炭層と杵島層の堆積盆地は，多少のずれは存在するにし

でも，全般的にみて同じ傾向の動きを示すこと，炭層の

発達は一般的に盆地の周縁部において良好であること，

以壬の諸点から本地域地下の爽炭層は，唐津炭田南西部

と同様，厚層であり，炭層の発達は唐津炭田北部や大島

に較べて，やや不良ではないかと考えられる。

　本地域地下における芳の谷爽炭層の有田五尺層（また

はM層）の深度は，有田付近の柱状図からみて，一1，000

mを超えるものと推定される。炭層はこの地点より西方

と北方に次第に深くなり，南方の大島に向かってわずか

ながら浅くなるものと，地表の地質から推定きれる。こ

の地点の東方では，落差1，000m以上の佐々川断層によ

って，炭層が非常に深くなっていることは容易に想像さ

れる。

　6。3佐々川断層と堆積盆地との関係

　佐々川断層は地質構造ばかりでなく，堆積盆地の動き

に対しても重要な役割をなしてきたことが従来から主張

されている。最近では長浜17）が加勢層の層厚が佐々川断

層付近の東西両側で異なっていることを報じている。ま

た佐々川断層の南方延長とみなされている呼子ノ瀬戸断

層についても，断層の両側で，西彼杵層群の堆積量。堆

積相に差異がみられる。これらのことから考えて，佐々

川断層の東側である唐津炭田南西部と西側の本地域の問
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